
－346－  9款　消防費

（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）1 常備消防費 （単位：円）

埼玉東部消防組合負 1,957,873,000 （目的）消防力の充実や事務の効率化等を図るため、久喜市、加須市、幸手市、白岡市、宮代町及び杉戸 342

担金事業（常備消防 　　　町が共同で消防組合を運営します。　　　

費）

（危機管理課） （対象）埼玉東部消防組合

（手段）常備消防の運営経費負担金を支払いました。

（成果）消防力の充実や事務の効率化を図ることができました。

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ
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（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）2 非常備消防費 （単位：円）

埼玉東部消防組合負 11,855,000 （目的）消防力の充実や事務の効率化等を図るため、久喜市、加須市、幸手市、白岡市、宮代町及び杉戸 342

担金事業（非常備消 　　　町が共同で消防組合を運営します。　　　

防費）

（危機管理課） （対象）埼玉東部消防組合

（手段）非常備消防の運営経費負担金を支払いました。

（成果）消防力の充実や事務の効率化を図ることができました。

消防団活動事業 61,418,704 （目的）火災や災害の拡大を防止するため、消防団活動の円滑な推進を図ります。 344

（危機管理課）

（対象）消防団

（手段）消防団員等に報酬や報償金、出動手当等を支給し、被服類を貸与しました。また、消防団員の研

　　　修を実施したほか、各種負担金や消防団運営交付金等を支出しました。

 ・消防団員の状況（R7.3.31現在） （単位：人）

 ・消防団出動状況 （単位：回、人）

内容

区分

21 149 11 76 60 444

288 2,147

鷲宮 22 130 27 174 8 74865 48 379 0 0 105

0 0 130 866菖蒲 38 197

129

久喜 63 388 70 458 20 189 120 1,063

0 0 0 2 3 54団本部 13 15 39 111 0

15 49

回数 人数 回数 人数 回数 人数回数 人数 回数 人数 回数 人数

316

火災出動 訓練出動 巡回広報 定期点検 警戒出動 合計

47 70

合　計 1 5 10 10 25 50 215

10 39 59

栗橋支団 － 1 2 2 6 12

菖蒲支団 － 1 2 2 5

鷲宮支団 － 1 2 2 4 8 28 45

久喜支団 － 2 4 4 10 20 91 131

団本部 1 － － － － － 10 11

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

所属／階級 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 合計
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－348－ 　 9款　消防費

（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）2 非常備消防費 （単位：円）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

※火災出動は、市外出動を含む。

※人数は延べ人数。また、回数は各分団・部単位での延べ回数。

 ・消防団員各種研修 （単位：人）

 ・消防団会議 （単位：回、人）

・消防団員への被服貸与　　　2,533,740円

  被服が劣化した消防団員に再貸与するとともに、新入団員に被服を貸与しました。

 ・消防団運営交付金 （単位：件、円）

 ・災害時支援隊報償金 （単位：回、人、円）

区 分 訓練回数 延べ参加人数 報償金

久喜支援隊 2 14 14,000

部 300,000 25 7,500,000

合 計 － 36 10,889,899

分団（3部制） 320,000 5 1,600,000

分団（2部制） 200,000 5 964,899

区 分 交付基準額 件数 確定額

団本部 825,000 1 825,000

各支団役員会議 11 125 各支団役員（部長以上）会議

女性消防団員会議 2 13

300 2,453

区　　分 回 数 延べ人数 備　　考

役員会議（全体） 5 126 団本部役員会議、役員（部長以上）会議

消防団員指揮幹部研修 1 埼玉県消防学校

消防団員幹部研修 － 埼玉東部消防組合

消防団員基礎教育研修 51 埼玉東部消防組合、埼玉県消防学校ほか

消防団員初級幹部研修 2 埼玉県消防学校

19 63 696 4,812

研 修 内 容 延べ人数 場　　所

合計 141 761 185 1,093 51 442

栗橋 5 31 28 201 12 922112 72 567 2 11 119
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（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）2 非常備消防費 （単位：円）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

（成果）消防団活動等の円滑な推進を図るとともに、火災等に対し適切に対応することができました。

消防団施設管理事業 6,031,879 （目的）消防団器具置場の適切な維持管理を行います。 344

（危機管理課）

（対象）消防団器具置場

（手段）故障箇所の修繕や浄化槽の保守点検等を行いました。

　　・器具置場管理 （単位：件）

　　・器具置場用地の借上げ

（成果）施設の適切な維持管理により、支障なく消防団活動を行うことができました。

消防団車両管理事業 4,651,899 （目的）消防団車両の適切な維持管理を行います。 346

（危機管理課）

（対象）消防団車両

（手段）ホース等の資機材の購入や故障箇所の修繕のほか、車検や損害保険等に係る事務を行いました。

浄化槽法定検査手数料 久喜3－1、栗橋1－3 2

浄化槽保守点検業務 久喜3－1、栗橋1－3 2

エアコン更新
故障による更新　2台（栗橋2－2、栗橋2－3）
盗難被害による更新　1台（菖蒲2－1）※
※全国市有物件災害共済対象

3

区　分 内　　　容 件数

器具置場修繕 ホース乾燥塔、浄化槽、器具置場シャッター等 9

栗橋支援隊 2 11 11,000

合 計 6 33 33,000

鷲宮支援隊 2 8 8,000

菖蒲支援隊 0 0 0
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－350－ 　 9款　消防費

（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）2 非常備消防費 （単位：円）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

　　・消防団車両管理

消防ポンプ車用車載装備消耗品

バッテリー交換、パンク修繕　等

車載用消火器2本

（成果）車両の適切な維持管理により、支障なく消防団活動を行うことができました。

消防団車両購入事業 70,440,660 （目的）経年劣化した消防ポンプ自動車の更新を行います。 346

（危機管理課）

（対象）消防団車両

（手段）消防ポンプ自動車を購入しました。

　　・消防ポンプ自動車購入

CD－Ⅰ型消防ポンプ自動車　3.5t未満

　　・配置場所

　　　久喜3－3、鷲宮1－2、鷲宮2－2

（成果）経年劣化した消防ポンプ自動車を更新することにより消防力の向上を図ることができました。

消防活動用備品

区　分 内　　　容

消防ポンプ自動車3台

区　分

車両消耗品

車両修繕

内　　　容
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（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）3 消防施設費 （単位：円）

消火栓整備事業 18,796,580 （目的）消火栓の設置・修繕を行い、消防水利の維持管理を図ります。 346

（危機管理課）

（対象）消火栓

（手段）配水管布設替工事に伴う設置替や不具合等による修繕を行いました。

　　・消火栓の維持管理 （単位：件、円）

（成果）消火栓の適切な維持管理を図ることができました。

修理 17 6,354,370 本体交換、消火栓ボックス嵩上げ等

修理負担金 30 18,682,180 －

設置替 13 12,327,810 配水管布設替工事に伴う設置替

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

区　分 件数 事業費 備　　考
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－352－  9款　消防費

（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）4 水防費 （単位：円）

水防組合負担金事業 1,812,000 （目的）水防力の充実や事務の効率化等を図るため、久喜市、幸手市、杉戸町、春日部市及び茨城県五霞 348

（危機管理課） 　　　町が共同で水防事務組合を運営します。　　　

（対象）利根川栗橋流域水防事務組合

（手段）運営経費負担金を支払いました。

（成果）水防力の充実や水防業務の効率化を図ることができました。

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ
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（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）5 災害対策費 （単位：円）

防災訓練事業 1,351,548 348

（危機管理課、菖蒲 （目的）市民、関係機関及び市職員等に、防災対策の必要性を改めて認識していただき、技術の習得や意

行政センター、栗橋 　　　識の高揚を図ります。

行政センター、鷲宮

行政センター、社会 （対象）市民、関係機関及び市職員等

福祉課）

（手段）市民、関係機関及び市職員等の参加を得て総合防災訓練を実施しました。各会場ごとに市民が参

　　　集し、避難所運営訓練等を実施しました。

　　　　・開催日：令和6年9月7日（土）

　　　　・会場　：メイン会場　　毎日興業アリーナ久喜

　　　　　　　　：地区会場　　　久喜地区　本町小学校体育館　　菖蒲地区　小林小学校体育館

　　　　　　　　　　　　　　　　栗橋地区　栗橋南小学校体育館　鷲宮地区　東鷲宮小学校体育館

〇福祉避難所開設訓練

（目的）福祉避難所施設職員、市職員等に、福祉避難所の役割を再認識していただき、福祉避難所の開設

　　　及び運営に関わる人材育成を図ります。

（対象）福祉避難所施設職員、市職員等

（手段）福祉避難所施設職員、市職員等の参加による福祉避難所開設訓練を実施しました。

　　　　・開催日：①令和6年10月19日（土）　　②令和6年11月2日（土）

　　　　・会場　：①鷲宮地域子育て支援センターすまいる　　②あゆみの郷　　　　

（成果）福祉避難所施設職員、市職員等が連携を図りながら訓練を行うことで、福祉避難所について、よ

　　　り一層の理解を深めることができました。

防災体制整備事業 26,835,833 （目的）ハード（施設維持管理等）及びソフト（講演会の開催等）の両面から防災体制の整備を図りま 348

（危機管理課、菖蒲 　　　す。

行政センター、栗橋

行政センター、鷲宮 （対象）市民及び防災関係施設

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

〇久喜市総合防災訓練

（成果）市民の防災意識の高揚と、災害時に必要となる知識・技術の向上を図ることができました。

－353－  9款　消防費
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－354－  9款　消防費　

（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）5 災害対策費 （単位：円）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

行政センター）

（手段）施設の整備・維持管理及び防災講演会等を実施しました。

　　・施設の整備・維持管理

　　　　　防災行政無線電気料

　　　　　防災行政無線回線使用料

　　　　　衛星携帯電話・緊急情報架電システム電話代

　　　　　防災行政無線修繕料等

　　　　・防災教育

　　　　・防災講演会

（成果）・防災行政無線等の適切な運用を図ることができました。

　　　　・防災講演会や防災教育等を実施し、幅広い世代を対象に地域防災力の向上を図ることができま

　　　　　した。

自主防災組織育成事 4,393,200 （目的）自主防災組織の活性化を図ることを目的とした自主防災組織リーダー養成講座の実施、自主防災 350

業 　　　組織の設立や防災資機材等の購入、防災訓練を実施する自主防災組織に補助金を交付し、市民の防

（危機管理課、菖蒲 　　　災意識の高揚及び自主防災活動の充実を図ります。

行政センター、栗橋

行政センター、鷲宮 （対象）自主防災組織

行政センター）

（手段）リーダー養成指導員への謝礼金、申請のあった自主防災組織への補助金を交付しました。

栗橋文化会館（イリス）文化ホール

実施会場 参加者

183人

開 催 日 実施校 対象

令和6年 9月27日（金） 栗橋小学校 5年生

令和6年11月20日（水） 小林小学校 6年生

令和6年12月 6日（金） 栗橋南小学校 4年生

令和6年12月13日（金） 栢間小学校 4,5,6年生

開 催 日

令和7年 1月26日（日）

令和7年 1月22日（水） 久喜小学校 4年生

令和7年 2月 5日（水） 太田小学校 3年生

− 354−



（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）5 災害対策費 （単位：円）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

・自主防災組織リーダー養成講座 （単位：人、円）

・各種補助金申請 （単位：団体、円）

（成果）自主防災組織リーダー養成講座の実施、自主防災組織の設立促進や防災資機材の充実等、自主防

　　　災活動を通じて、防災意識の高揚を図ることができました。

防災備蓄品整備事業 5,715,352 （目的）災害時における避難住民はもとより、高齢者や障がい者、乳幼児等の要配慮者にも配慮した災害 350

（危機管理課、社会 　　　用の食料品や医療救護用品、防災資機材等を備蓄します。

福祉課、健康医療課

） （対象）指定避難所の避難住民及び福祉避難所の要配慮者

（手段）指定避難所で活用する災害用の食料品や医療救護用品、防災資機材等を備蓄しました。

　　　 （単位：円）

アルファ米

クラッカー

おかゆ

保存水

液体ミルク

粉ミルク

使い捨てトイレ

ガソリン缶詰

啓発事業等参加・実施補助金 24 226,200

区　　分 備 蓄 品 名

防災資機材等購入補助金 59 2,710,300

防災訓練実施補助金 48 1,363,900

申請団体数 交付金額

設立補助金 1 22,800

参加人数 講師謝礼金

令和6年10月21日（月） ふれあいセンター久喜 42 70,000

2,100食

3,750食

1,200L

240缶

4,162,168

整備数量 金　額

4,950食

非常食・飲料

14,280g

開 催 日 実施場所

補助金内訳

指
定
避
難
所

防災消耗品 1,158,190
4,800枚

60L
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－356－  9款　消防費　

（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）5 災害対策費 （単位：円）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

災害備蓄用おむつ（子供用）

災害備蓄用おむつ（大人用）

災害備蓄用生理用品

救急セット消耗品

アルファ米

白がゆ

飲料水500ml

飲料水2L

不織布毛布

段ボールべッド

紙おむつ

カセットガス

羊羹

乾電池

発電機

（成果）災害時における避難住民や要配慮者の生活を確保するため、災害用の食料品や医療救護用品、防

　　　災資機材等の備蓄を図ることができました。

防災計画推進事業 0 （目的）市民の生命、身体及び財産を災害から守るとともに、災害による被害を軽減するため、地域防災 350

（危機管理課） 　　　計画を改訂します。

（対象）市民及び防災関係機関

（手段）地域防災計画を改訂するため、防災会議を開催します。

（成果）地域防災計画の改訂に至る地域に係る社会情勢の変化並びに関係法令の改正がなく、埼玉県地域

　　　防災計画の修正に伴う改訂の必要性がなかったため、防災会議は開催しませんでした。

災害対策事業 32,400 （目的）災害発生時又は災害が発生するおそれがある際に対応に要する経費です。 350

（危機管理課、菖蒲

行政センター、栗橋 （対象）市職員

医療救護用品 51,628

福
祉
避
難
所

非常食・消耗品 200,366

3パック

2パック

200食

12本

備品 1台 143,000

12本

10枚

2台

200食

200食

70本

784枚

208枚

1,720枚

一式

− 356−



（款）9 消防費　　　　（項）1 消防費　　　　（目）5 災害対策費 （単位：円）

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

行政センター、鷲宮

行政センター） （手段）令和6年8月30日台風10号による大雨に伴い警戒体制第1配備を執りました。

（成果）災害発生時又は災害が発生するおそれがある際に必要な体制を執ることができました。

被災者支援事業 103,331 （目的）自然災害により被災者生活再建支援法では救済されない被災者を県と県内全市町村の相互扶助に 350

（危機管理課） 　　　より支援します。

（対象）埼玉県民

（手段）被災者生活再建支援法の適用とならない地域で、自然災害等により被災した全壊世帯等に対し、

　　　法と同様の支援を行うための費用を負担します。

（単位：世帯）

（成果）令和5年6月、令和6年7月及び8月に発生した自然災害により被災した県内19世帯に対し、支援を

　　　行うことができました。

鶴ヶ島市 1

半壊特別給付金

令和5年6月2日 八潮市 3

令和6年7月24日 富士見市 2

令和6年7月27日 上尾市 1

令和6年7月31日
朝霞市 8

和光市 1

令和6年8月7日

支援内容 災害発生日 対象市 被災世帯数

生活再建支援金 令和6年8月29日 日高市 3

－357－  9款　消防費
− 357−




